
高浜町農業委員会の農地利用最適化推進委員推薦及び応募の状況≪令和8年4月16日現在≫

応募の状況

受付
番号

地域 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況
農業委員への応
募状況

1 和田地区 富田　博司 自営業 60 男 高浜町農地利用最適化推進委員
水稲
（150ａ）

なし

2 高浜地区 磯野　恵子 自営業 52 女 　‐
水稲・野菜
（11ａ）

なし

3 内浦地区 水本　雄次 自営業 73 男 高浜町農地利用最適化推進委員
水稲
（30ａ）

なし

4 青郷地区 杉本　正樹 農業 50 男 高浜町農地利用最適化推進委員
水稲
（1,142ａ）

なし

5 青郷地区 石橋　一憲 自営業 52 男 高浜町農地利用最適化推進委員
水稲
（300ａ）

なし

6 内浦地区 水谷　元 団体職員 66 男 　‐
水稲・野菜・花き

（30ａ）
なし

7 高浜地区 堀口　昌伸 団体職員 62 男 　‐
水稲
（10ａ）

なし

耕作をされない田畑が増える昨今、農地は農地のままで残していくことが自然環境にもいいと思
います。その一助となればと思い応募します。

地域の農地保全や担い手支援に関わることで、地元農業の持続的な発展に寄与したいと考え、
応募しました。

地域の農地を守り、適切な利用を進める取り組みに貢献したいと考え、応募しました。

近年、耕作放棄地が増えていることを身近に感じており、地域の農地がこれからも活かされるよ
うに一助になりたいと思い応募しました。

応募理由

今後、農地等の利用の最適化につき、農地等の利用の最適化の推進、耕作放棄地の発生の防
止・解消、新規参入の促進の推進は喫緊の課題であり、高浜町の農業政策の一助になればと
考え応募します。

内浦地区では近年、農業従事者の高齢化や後継者不足、獣害被害等により離農による耕作放
棄地の増加に歯止めが利かない状態だ。しかし、このような中でも中山間地域や条件不利地で
個人農家の努力により耕作されている農地がある。こうした個人農家が耕作している周辺農地
を維持する事が今後の放棄地解消や農地集約に繋がると考える。今後も、耕作放棄地の解消
や農地集約を進めるために、地域の耕作者、農業委員と共に農地利用最適化推進委員として
活動していきたいと思います。

担当地区の農地保全や集積に関して、活動を通して携わっていきたい。


